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中国 

南西部山岳地帯におけるアグロフォレストリー事業 

 

現地からのお便り 

2017年 1月 

コンサベーション・インターナショナル 

 

収穫完了 

デモサイトでの収穫は 10 月にすべて完了しました。1,000kg の大豆、100kg の白豆、50kg の

赤インゲン豆を収穫しました。オクラは、来年の種用にすでに注文があり、保管してあります。

0.25 ヘクタールの土地から収穫した唐辛子は 4,000 中国元（約 580ドル）の収入になりました。

来年の収穫量をあげるため、デモサイトは現在、緑肥で覆われています。 

 

   
収穫の様子 © CI/Kyle David Obermann 

 
 

研修の報告と今後の予定 

2016 年 12 月、ガンプ村の組合メンバーと、CI スタッフ、専門家、環境保全・森林局の職員が

集まって 2016 年の活動を振り返り、2017 年の計画をたてました。植え付け、会計処理、農作

物の生産と販売についての問題を整理し、話し合いました。デモンストレーションシステムの

持続可能な管理が将来にわたって確実に継続されるよう、デモフィールドは厳格な管理方法を

規定した契約を通じて、村民に引き継がれる予定です。そこから得られる収入は、村の基金に

入れ、一部はコミュニティ主導の保護地域の保全のために使われることになります。 

 

 

冬季の果樹園管理についてのトレーニング 

12 月 23 日に、理県の環境保全・森林局と農業局の協力により、ガンプ村の住民に対して冬の

果樹園管理についてトレーニングを行いました。農業局の技術コンサルタントや専門家が枝打
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ちやエコフレンドリーな殺虫剤について教えてくれました。50 名以上の村民が参加して、指導

にしたがって練習も行いました。 

 

 
果樹園管理についてのトレーニング ©CI/Gu Xiaoting. 

 

 

理県の村々を対象としたアグロフォレストリーとエコフレンドリーな養鶏トレーニング 

ガンプ村における 2 年間の実施を経て、アグロフォレストリーとエコフレンドリーな養鶏の利

点が理県の地元政府と村民達に理解されるようになり、このモデルが理県の他の地域にも展開

されることになりました。11月 17日は、環境保全・森林局と CI中国の主催により、アグロフ

ォレストリーとエコフレンドリーな養鶏についてのトレーニングが開催されました。理県内の

様々な村や、アグロフォレストリーに興味を持った隣県の北川チャン族自治県からも人が集ま

り、70 人以上が参加しました。トレーニングでは、アグロフォレストリーの基本的な知識と土

壌を回復させる方法を学びました。パンフレットや日誌を活用する方法についても学びました。

来年は、アグロフォレストリーの別の分野についてのトレーニングを開催する予定です。 

 

   
アグロフォレストリーモデルとエコフレンドリーな飼育法のトレーニング © CI/Jin Yan 
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森林自然教育会議 

12 月 9 日に CI と四川省の森林局が協力して、森林自然教育会議を成都で開催しました。四川

省の自然保護や森林教育にかかわる機関から約 200 名が参加し、森林保全について一般の人々、

特に子どもたちへの啓発を促進するための森林自然教育のアプローチについて話し合いました。 

 

   
森林自然教育会議 ©CI/Chen Zijun 

 

自然保護区でのアグロフォレストリーシステムの促進 

CI スタッフと専門家のチームは、アグロフォレストリーシステムを保護区周辺のコミュニティ

の持続可能な発展へのアプローチとして導入したいと考えるいくつかの自然保護区の管理組織

に呼ばれました。現地への訪問や地元コミュニティとの話し合いを通して、北川チャン族自治

県内の Wulongzhai コミュニティのためにアグロフォレストリーの初期計画をたてる手伝いを

しました。さらに取り組みを進めるため、自然保護区から今後資金が提供される予定です。 

 

四川農業大学でのセミナー 

11 月 30 日、このプロジェクトの技術コンサルタントとスタッフが四川農業大学で農業汚染と

その解決法についてのセミナーを開催しました。8 人の先生と約 140 名の学生が参加しました。

農業汚染の原因と、アグロフォレストリーや他の可能性のある方法を利用して汚染物質を資源

に変換する方法について、議論しました。農業関連が専攻の学生たちが、現在の農業システム

の問題をより理解し、アグロフォレストリーモデルが解決法としてどのように利用しうるかを

知る助けとなることを期待しています。 
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大学でのセミナー  ©CI/Wang Jin 

 

コミュニケーション 

プロジェクトサイトやコミュニケーション活動の写真やビデオを撮影して、プロジェクトのニ

ュースレターや紹介ビデオに活用します。農業生物多様性や土壌の健康状態についての記事は、

SNSの CI中国公式アカウントから発信しています。 

 

今後の予定 

種まきを始めます。家畜飼育とコンポストを開始し、家畜やミミズの飼育方法やコンポストの

トレーニングを開催します。アグロフォレストリーデモンストレーション地域の保全契約と管

理の遂行のモニタリングを行い、プロジェクトビデオの素材も準備する計画です。 

 

秋のデモンストレーション地域  © CI/Kyle David Obermann 

※画像および文章の無断転用はご遠慮ください。 


